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ム R'esum'e

1. まえがき

との調査は宮士山の森林帯を分類学的た種の立場から、低山帯上部より直言i山帝の全部を含

み喬木限界まで、の垂直的推移を解明し土うと思てって着手したものであるロ

1，-.，，5合自の間を各合自主と区分点として 4つ?にわけ首その各々の自然に生育している樹種を記録

したものである。したがって、表記の目的に用いるにはやや不備主点があるので、その点は踏

夜中の観察知識に工って補い、主要樹種の垂直flりた推移を検討したo

を料の作成には山梨孫林試の職員各位に多大た協力左仰ぎ、資料の検討に蛍つては倉田悟氏

の指導をこうけた。各イ立の御協力に射して謹しんで謝意左表する o

2. 資料と考察

乙の資料はあくまでも遺路にそって調査したものであるから、垂直的た区分も等間隔でたυ、。

そのためにとの資料から直接に垂直的た分布を論やるととはできたいが・明らかに解るととは

低山性植物の上限界と高山性植物の下限界との能闇左規定するととができる。そとでとの登山
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遣にそって、 76種の推移をみると別表の様にたる。?とだし主要誌tt29種のみを選び、分布範園を

示した。

船津登山道の 1合目から 3合目まではほぼN-E方向に比較的ゆるい傾斜を示しているが、 3

合目 :l:.ら5合目までは側火山である小御岳に登るととにたり、地質も;J、御岳l([_麗し、傾到方向

は N-Y.Jで、{頃~'lも急;にたる。したがクて;他物相も 3 令目を:境に著じるしく変っている口

またとの登山遣の宿生は富士山ではもっともよく自然:=:);j犬態が残されている地域である。

すたわち、 3合同以下む林は惇伎作業が者とたわれ、 3令目以上の林は精進登UJ.i立と合して

いて、道路の左右 18Umの巾は原生林として保存されている。 したがって樹木の自尽分布はだ

いたい保存されているといえよう。

調査範囲段標高1.JOm土))250m まで低山帯上官í:[~から亜高山骨を越えて喬木限界に至るので、

:doもにシラベ帯であるが、 2合目附近までは低山替の樹種もそうとうに移入Lている。との原

囚はとの地域で伐採作業が告とたわれたためであると思われる。 そのためカラマツ， コメツガ

などの残存木が点在する中にシラカパ， ナナカマ F， ミズナラ， カエデ類の優占した林にたク

てV.るが、 2合目以上はシラベjキが多くた D、針葉樹が優占している。

a)庚葉樹

1500m以下肥大部分が分布しているが全地域を題じて、分布の変還を検討し?とととる、

fllun.zょs，Befula， S(dix :do'上び、 Prμ1仰 S の各属に著じるしい垂直的な推移が現はれているO

fllunus麗

乙の麗にはヤマハンノキ (A.hh'suta R，μρに)， ヤハズハンノキ (A.Nliαtumurae Cαll.)， 

ミヤマハンノキ (A.Jl.!JaXiJ1tlOwZ:czH Call.)の3程がある。 とれらが高度に応じて)[頂序上く分

布しているっすたわちもっとも{まいととろにあるヤマハンノキは 3合目以下にのみあ b、その

上1に生宇るヤハズハンノキは 2令目附近から 4合目までの間にのみ生育している。さら Iζ一番

高い所に分布しているミヤマハンノキは 3合目と 4合自の間に下方限界があり、 そとから喬木

限界附抵の砂疎地までむよんでいるの



との分布を標高で示すの弐の上うである。

標高 1tiOOm以下

1500-1800 

1800 -2100 

2100 -2500 

ヤマハンノキ

jヤマハンノキ
¥ヤハズハンノキ

jヤハズハンノキ
Lミヤマハンノキ

ミヤマハンノキ
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との工うに illunus震の 3砲が判然とした垂直分布?と示しているのはとくに注目される現象

である。

とれちのほかにヤシヤプシがあるがとれば 2合目(1500m)附抵で11国件発見されたのみで

あるc したがって権た上方限界は明らかでたいが、ほほ、との附近以下に分布するものと d思う D

Befula属

とれにはシ・ラカパ (B.Tauschii 1(oidz.)， ソウシカジパ (B.Ermani Cham.) の 2種あ

って、 シラカパはヤマハンノキと生育範園が同じであり 1800m位まで生育している。 1500m

イ立からそろそろソウシカ:/パが生じてくるが、 1800mに金上ぷとシラカパは消滅し、ブウシカ

ンパのみが生育する土うになる。それ上 P高lハ所で、は喬木限界までヅウシカ νパが生育してい

るが、とくに喬木限界間近では大群溶を在、している。イ氏山帯と亜高山帯との境といはれるシラ

カパとブウシカンパとの分布の境は、 1500r泣から 1890mの間にある。そのほか Alunus麗に

はすグイカシパ、ヨグソミネパリがあるいとう記録もあるが、との調布では発見するととがで

主?誌、っ?と。

Sαl討議

イヌコザヤナギ (s.integra Thunb.j，シパヤナギ (8.]a)うonicaThunbふパヅコヤナギ

(5. Bakko Kimur，仏)Jo土び、ミヤマヤナギ (s.Rein# Franch et Sαv.)の4種があるが、

その中で前の 2種はほとんど 2合目 (1600m)以下にのみあり、 3合目 (1800rn)に至ると生

育していたい。パヅコヤナギは 2100mの高所まである。ミヤコヤナギは 3合目 (1800m)を下

方限界としてそれi立上の高い所民生育し、喬木限界を越えて砂機地忙まで生育している。
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Pγももれus思

フクザグヲ(ー名マメザグヲ)(R. incisa ThU'l1:b.)， ナヨウクザクラ(P.αpetalaSied et 

Zucc.)， イヌザグラ (P.Buergeriαnαβifiq.) 告よ1Jグカネザグラ(ー名ミネザグラ)(P. 

11年tonic忽 1¥IIaおu'm.)の4種がある。 その中グカネザクラをのぞいてほかの 3種はいす=れも

1800m以下で上方限界に達し、それ以上には存在し宏、い。またグカネザクラは 1600m以下に

は存在したい D グカネザグラは 1600m附近でほかの種に混って点在しているが、それ以上は

ほとんどとのグカネザクラのみが生育している。との上方限界は喬:木限界であるo

その他の債葉樹の垂直的分布は個体数がすくたいので道路ぞいの分布を調べただけでは推移

を詳細に規定するととは不可能であるが、だいたいさ欠のようた傾向を示す。

2合目 (1600m)位まで生育するのはアカシヂ (Ca1jうinuslaxiflO1η Blume.)， クマシヂ

(C. JCl:ρonicαBlume.)， ハウチハカヘデ (Acer]a.ρonicum Thzmb.)， ミネカエデ (A.

TscJwnoskii Mαxim.) ゐ土びアサノハカエデ (A.angutum JVlaxim.)たどである。 3令目

(180011'l)たいし 4合目 (2100111)の間に上方限界があるものはサワシパ (C.cordaia Blume.)， 

イグヤカエヂ (A.Mono Maxim.)である。さらに喬木!限界まで生育しているのはナナカマド

(SoゆuscOJn11'lixta Hedl.)ウラジロノキ (S.]a.ρonicaHedl.)オガラパナ (A.ukurundztense 

Traulv et lVley.)およびミズナラ (QuercusSerrat，αThunb.)である。

b)針葉樹

との森林帯中もっとも優占せるものであ D、主としてシラベ (A.Ve#chii Lindly.)~ コメツ

ガくTsugadivesifoUαMαst.) j3工び_iJラマヲくLαγi'xKaemtfeγi Sαγge拡)9'，) 3穐であも、

とれらが?とがいに混交している。

シラベくA.Veitchii LUz.dly.) 

との森林帯に3ないてはもっとも蓄積のある樹種で標高 1600111位から、喬木限界である 2500m

まで債範園にわたって優占している。中でも比較的標高の高い所ほど優占度が高いようである。

オウシラピヅ (A.Mariesii Iv.rastel~) 

4合目 (2100m)附近の標高2000m位から生育が認められるが個体数はすくたく、シラベ林
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中に点在している。密度は喬木限界に近い程高くなる傾向がある。

コメツガ (TsugαdiverszfoUaMasム)

シラベについで優勢た樹種で、あ D、しかも比較的低い所の方が優占度は高い工うに思はれる白

金地域を通じて、向陽の地ではシラベよりも優勢である。

カラマツ (LarixKaemlりife'riSαrgent.) 

シラベ，コメヅガより低い処から生育していて、高い所では喬木限界全で分布している。シ

ラベ、コメタガなどと混交しているが、カラマヅが最優占種である林は見営らや、比較的向陽

の傾到地が適するようで、シラベ，コメツガの劣勢た林ではとくに優勢である。

イラモミぐPz'ceαbz'colorMay久〉

{国体数がすくたくて、はっきり分布の範閣をしることはできないが、最高のものは 1800m附

近で発見された。

正二芥コ寸サ仁Pin1AもSむαrvzfloγα Sieb.et Zzんcc.)

シラベ替にむける唯一のの Pinus属であ J) 1800mの各地に点在している。 とくに岩礁の露

出した向陽の地にみられるが佃体数はごくすくない。

種類数もやは b標高によって変化があ D、1600m附近までは低山生の植物が侵入しているの

で喬木、潅木の種類、教は 67積もある。それよ b高くなってシラベ林に入ると種類数は減少し

林相も極く単純なものになる。さら忙高度が高くなると種類数はますます減少するが、 2100m

附泣からはアカモノ、ハナヒリノキ宏、どの高山植物の種類が増加する。

3.摘要

船津登山道における樹木の垂直的分布を調べ?とととろさ失のおiな結果を得?と 0

1) Alnus属の垂直分布は忌も明瞭忙去はれていて決のようである。

すたわちも 1600mから lS00mの間でヤマハンノキはヤスズハンノキに箆iり、 1800mから 21

OOmの間でヤスズハシノキがミヤマハンノキに変る。

2) Bei1ûα 爵はシラカパとソウシカンパは 1600rn~1800mÇ)間で、変る。
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3) Salt'x麗は 1800m以上の高い所ではパヅコヤナギにかわジてミヤマヤナギが生育する土う

にたる。

4)シラペ，カラマツ者土びコメヅガは主要i剖種であり、全地域にわたって分布している。シラ

べは比較的高い所に過してv、るようであり、コメヅガは比較的J低い所:に過しているようであ

るロオウシラピソは 2000m以上の高所にのみ生育している。
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Re'SUll1e' 

1 had ~ bserved the vertical distributi~n al~ng the “Funatu" r~ute ~f M t“F'uji". 

i) On all over the area between ab~ut ]uOOm to 2000m， the c~nstractiøn is mix:ecl fofest (')f 

c~niferC'lus tree - Adies Veitchii Lind1y， Tsuga Divel'sifoUa Masters， Larix Kaem戸feriSargent. 

AmC'lng them， it seems that Abies Veitchii dC'lrninants in the higer area， but C'lthers in lC'lwer. 

Abies Mariesii Masters C'lccup:es only area upper 2000m. 

ii.) The vertical distribut~~n C'lf brC'lad leaved trees were shC'lwn as foUC'lw. 

Level A1uns Be tu 1，α Sα!ix Prunus 

1 500 S. Japonicα P. incisα 
A. hirstα B. Tauschli 

1 (:; 0 0 S. Bα:kko P.α:peta!α 

1 600 A. hirsta B. Tαrusclzii P. incisα 
S. Bakko Pp .• GF1Ijう予ebtGorJzG fcα ] 800 A. MatsumUl・m B. Ermani 

1 800 A. Matsumul・M S. Bakko 
B. Emzani P.llZjり戸onica

2 100 A. Maximowlczii S. Reinii 

2 100 
A. MaximoUJiczii B. Eγ'mαni S. Reinii P. nit戸onica

2 5 0 0 

Ab0Jve table， succeticm cm the three species C'lf Alnus was especially dtstinct acc0rding tC'l 

the Ievel. 


